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前回の拙稿をお読みでない方のため

に、まずはどんな宿題を出したかをお

見せしよう。

この除算プログラムをリスト1に再掲

しておく（説明の都合上、変数名をプ

レフィックスを付けない形に変更して

いる）。この宿題を解くヒントは除算に

我輩の名前は「頑固一徹」。Visual Basic一筋のベテランプログラマである。

ADO.NETのデータベース処理の実態を理解するため、我輩は接続型の処理（直

接処理）を勉強することにした。前回は、その勉強の成果として、「ExecuteReader」

の使い方や効率的なデータ取得方法、コマンドパラメータ、エラー処理について紹

介し、最後に除算に関するちょっとした宿題を出した。今回はまず、この宿題につい

て考えてみよう。
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前回の宿題

リスト5の除算のプログラムで、被序数の

データ型を「Single」にすると、どうな

るだろうか。さらに、答えも「Single」に

すると、面白いことが起きるはずである。

この理由と対処法は？

Homework

Private Sub btnCalc_Click( _
ByVal sender As System.Object, _
ByVal e As System.EventArgs _

) Handles btnCalc.Click
Dim x As Integer = 10
Dim y As Integer = 0
Dim Answer As Integer

Try
Answer = x ¥ y

Catch ex As DivideByZeroException
MessageBox.Show(ex.Message)

Catch ex As Exception
MessageBox.Show(ex.Message)

Finally
MessageBox.Show( _

"演算と結果のチェックを終了しました")
End Try

End Sub

リスト1：除算プログラム



2006 February    97

関する例外処理にある。

今回から読み始めた方は、フォーム

を作成してボタンをひとつ配置し、こ

のイベントプロシージャを記述してみ

ていただきたい。

いうまでもないことだが、このプロ

グラムを実行しボタンをクリックすると

図1のようなメッセージボックスが開く。

この除算に使われている被除数（y）

や答え（Answer）のデータ型を変更す

るとどうなるのだろうか。

浮動小数点型の計算
まず被除数を浮動小数点型（Single）

にしてみよう。

Dim y As Single = 0

これを実行しようとして、ビルドす

ると「Option Strict Onで'Single'から

'Long'への暗黙的な変換はできません」

というビルドエラーが出る。

「¥演算子」は、整数型の数値を整

数型の数値で除算する場合にしか使う

ことができないのである。しかし、こ

のエラーメッセージは、なぜ「'Long'へ

の暗黙的な変換はできません」などと

いっているのだろうか。

「¥演算子」と「/演算子」の違い

「¥演算子」のヘルプを見て、その理

由がわかった。ヘルプの「解説」部分に、

「Option StrictがOffの場合は、除算を

実行する前に、浮動小数点数式は内部

処理形式が長整数型（Long）に丸めら

れます。Option StrictがOnの場合は、

コンパイラエラーが発生します。」

という記述があった。

そこで、演算式を、

Answer = x / y

と訂正する。訂正した瞬間に「x / y」

の下に破線が出る。そこをマウスでポ

イントすると、先ほどと同じく「'Single'

から'Integer'への暗黙的な変換はでき

ません」という説明を見ることができ

る（図2）。

VB.NETは、コードを記述した瞬間

に、シンタックス上の細かなミスまで

教えてくれる。これも便利な機能であ

る。最近はこれに慣れてしまったので、

VB6が使いにくくなってしまった。

だが、このメッセージは何を言いた

いのだろうか。「¥」を「/」に変えた瞬

間に起きたのだから「/演算子」に関係

があると考え、「/演算子」のヘルプを

見てみることにした。すると、

「2つの数値の商を計算し、結果を浮動

小数点で返します。」

と書いてある。変数「Answer」が「In

teger」型なので、結果を代入できない

のであろうか。それにしても、わかり

にくいメッセージである。

仕方がないので、「Answer」のデー

タ型を「Single」に変更する。

Dim Answer As Single

これで、先ほどの破線が消えた。VB.

NETのデバッグは非常に楽だ。

ではプログラムを実行してボタンを

クリックしてみよう。

驚いたことに、すぐに図3のような

メッセージボックスが出る。例外が発

生しないようだ。これはバグなのか。

こうなった理由がどうしてもわから

ないので、この「Try」構造の後ろに、

MessageBox.Show(Answer.ToString)

と記述して、計算の結果を表示してみる。

これでプログラムを実行すると、な

んと結果は図4のようになった。
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図1：除算できない
ことを示すエラー
メッセージ

プロジェクトで「Option Strict On」を指定

していない場合は、このビルドエラーは発生

しない（コラム「Option Strictについて」参

照）。また、ここでいう「整数型」とは、Byte、

Short、Integer、Longの4つの型を意味し

ている。

Memo

図2：
ビルドエラー
の説明

図3：問題なく処理された？

図4：除算結果は
無限大

除算でのデータ型
について考える




